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N = 1または 2とか言っているんですが、多分 N = 1についてしかやりません。それで N っ
て何なのって話なんですが、これは超対称性変換の generatorの数 (チャージの数)を指したもの

です. つまり今回の私の話は最低限の超対称性を課したようなモデルについてのものになります。

超対称性については正直敷居が高いとか感じられるとは思われますし，私自身もそう感じているの

で，具体的な計算は省いて，お話に近いものにできればと考えています．

内容としては次数付きリー代数としての超対称性代数の導入から，簡単にヒルベルト空間を調べ，

次にラグランジアンの構成の為に超場や，共変微分の構成等をします．最終的に超対称性の破れの

モデルについて紹介する予定です．

予備知識は仮定しないと言うと嘘になってしまうのですが，量子力学との対比を見ながらやる部分

もあるので，量子力学の基礎部分の知識があると良いかもしれません．また場の量子論における演

算子形式の処方についてもある程度知識があると分かりやすいのではないかと思います．
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